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NHK では外国人に向けた英語による迅速な情報発信

を支援するために、ニュースを対象とした日英機械翻訳

の研究開発を進めている。本稿では NHK での機械翻訳

システムの利用、英語ニュースの特徴、NHK における

機械翻訳システムの研究開発を紹介する。1

NHK で研究開発した日英機械翻訳システムは、国際

放送向けの英語ニュースの制作支援と、災害時の特設

ニュースのインターネットライブ配信への英語字幕付与

に利用されている。それぞれの利用について説明する。

国際放送向けの英語ニュースは次の流れで制作して

いる。(1) まずライターと呼ばれるニュース翻訳者が日

本語原稿から英語原稿を作成する。固有名詞の訳の確認

や適切な用語や表現の選定などが必要となり、一番時間

が必要な行程である。 (2) 次に、英語ニュースを監修

するデスクが英語原稿の内容を確認する。正確な英語に

なっているか、ネイティブスピーカーにも分かりやすい

1 本稿は AAMT Journal「機械翻訳」No.77 に掲載の「ニュー
スを対象とした日英機械翻訳システムの研究開発」© 後藤
功雄（CC BY-SA 4.0）[23] を基に一部改訂したもので
ある。
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ニュース構成になっているかを確認する。(3) そして、

文法、言い回し、ニュアンスなどをリライターと呼ばれ

る英語ネイティブのジャーナリストが修正し、(4) 最後

にもう一度デスクが確認し 2、英語原稿が完成する。英語

ニュース制作支援では、主に (1) の行程で下訳の作成や

フレーズなど短い表現の参照で機械翻訳システムを利用

して制作時間の短縮に取り組んでいる。特に夜間や休日

での災害時など、人手が少ない中でも英語で多くの情報

を迅速に発信する必要があるときに重要な役割を果たし

ている [1]。

2022 年 6 月から、災害時の総合テレビ特設ニュー

スに英語字幕を付与したインターネットのライブ配信を

開始した。総合テレビの特設ニュースの日本語字幕を機

械翻訳システムで英語に翻訳し、その結果を英語字幕と

して付与してインターネットで配信する [2]。このサー

ビスは在留・訪日外国人に向けたもので、震度 5 弱以

上の地震発生時、津波注意報・津波警報・大津波警報・

大雨特別警報などの発表時に原則実施する。サービス提

供時には、NHK ワールド JAPAN のサイトやアプリか

ら、誘導バナーを通してアクセスできる。ライブ配信ペー

ジには、AI 翻訳のため、正確な表現ではない場合もあ

る「おことわり」を掲載している。

2 リライターの修正とデスクの確認が複数回繰り返されるこ
ともある。
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表 1　英語ニュースの書き方のポイント

1
文は短く。一文は一要素を原則に。特にリード。

複数の要素がある場合は、文を分ける。
2 SVO の構文が基本

3 能動態を使い、受動態はなるべく避ける

4 繰り返しを避ける

5 なるべく人を主語に

6 修飾語は避ける

7 ソースを明確に（誰が言ったのか明示する）

英語ニュース原稿は日本語ニュース原稿の内容を元に

制作される。英語ニュースは日本語ニュース原稿の直訳

ではなく、英語ニュースに独特の書き方やスタイルが存

在する [3–9]。NHK の英語ニュース制作で使われるポ

イントを表 1 に示す。

日本語ニュースと英語ニュースの例を図 1 に示す。

日英で対応していない部分があったり、文の順番が変

わっているところもある。英語ニュースの書き方やスタ

イル [3–9] のうち、図 1 の例に見られる違いの理由と

して考えられるもののいくつかと図 1 の例での該当箇

所を示す。

①　逆ピラミッド型 [10] になっている

ニュースはリード（記事の導入部分）3 と本文（リード

以降の文）からなり、リードではこのニュースの最も重

要なことを伝え、リードに続く本文はリードの内容を詳

しく伝える。

NHK の日本語ニュースでは、リードはニュース全体

の要約であることが多い。そして本文は背景の説明か

ら始まることもある。例えば、図 1 (a)、(b) では、日

本語のリードはニュース全体の要約になっているのに対

して、英語のリードはニュースで最も重要なことだけを

伝えている。また、(a) では、日本語ニュースではリー

ドの次に背景情報である気温を説明しているが、英語

ニュースでは、リードの次はリードで伝えた開花の根拠

となった出来事を説明している。これによって、文の順

番に違いが生じている。

3 ニュース制作者により明示されることが多い。

英語ニュースの特徴3

②　短く、シンプルに書く

同じ情報の重複がない（冗長でない）。詳細は重要度

により省略することもある。

前記の通り、NHK の日本語ニュースでは、リードが

ニュースの要約になっていることが多く、その場合に本

文でリードの内容が再度述べられる。例えば図 1(a) の

例 1 のリードの 1 文目の内容は本文の 4 文目でも述べ

られており、リードの 2 文目の内容は本文の 5 文目で

も述べられている。英語側では、重複する内容のうち、

一方だけに英語が対応しており、英語ニュースでは内容

が重複していないことが分かる。また、詳細な情報を省

略することでも英語ニュースが短くなっている。例えば、

(a) では 6 文目の内容、(b) では 7 文目の後半の内容な

どが省略されている。

③　同じ表現の繰り返しを避ける

日本語ニュースでは同じ表現の繰り返しがしばしが

多く出現する。例えば、(a) では、「開花」という表現

が 8 回出現している。英語ニュースでは、「開花」に

相当する表現として、” the start of cherry blossom 

season” , “blossoms had opened” , “start 

blooming” という 3 種類の表現が 1 回ずつ使われて

おり、同じ表現の繰り返しが避けられている。また、(b)

では、日本語ニュースに「ドラギ氏」という表現が 5

回出現しており、英語原稿では、次の順番でドラギ氏

を指す表現が出現している。” Mario Draghi” , “He” , 

“Draghi”, “Draghi”, “Draghi”, “He”。フルネーム、ファ

ミリーネーム、代名詞を使って同じ表現の連続する繰り

返しが低減されている。

これら以外の違いとして、日本のニュースの場合に

外国人にとってニュースの理解に必要な日本の背景知識

が追加される場合もある。例えば、「震度６強」は” an 

intensity of upper 6 on the Japanese scale of 

zero to 7” と震度の説明が補足されたり、「青森県」は”

Aomori Prefecture in northern Japan” と場所が補

足されたりする。また、英語ニュースでは、ニュース制

作時から 1 週間未満の日付であれば曜日で、それ以外

は日付には月を伴い表現する。また、日本語ニュースで

は風速をメートル／秒で表すが、英語ニュースではキロ

メートル／時で表す。
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(a)

図 2　目的言語文脈に依存する値の変化への対応

(b)

図 1　NHK日本語ニュースと英語ニュースの対応関係の例
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NHK では 1986 年から機械翻訳の研究開発に取り

組んでいる [11]。近年、ニューラル機械翻訳（NMT）

によって翻訳品質が大幅に向上し、NHK では 2017

年から NMT を活用して、ニュースを対象とした日英機

械翻訳の研究開発と検証を進めている。

英語ニュースには前節で述べた特徴があるなど、

ニュースを対象とした日英機械翻訳の開発にはさまざま

な課題があり、NMT の技術だけで解決できるわけでは

ない。以下、これまでに取り組んだ課題と対策について

説明する。

対訳として高品質なデータの欠如

前節で説明したように、日英のニュース記事対は文

レベルではあまり対訳になっていない部分も多い。この

ため、日英ニュース記事対から文対応を推定して抽出し

た文対は、対訳としての品質は高くなく、訳抜けや過剰

訳が多く含まれるデータとなってしまう。この状況は新

聞や通信社など他の報道記事でも日英記事では似た傾向

がある。日英の報道記事対から抽出した対訳文対を用い

て日英翻訳を学習すると、訓練データ中の訳抜けを学習

してしまい、翻訳時に訳抜けが頻出する。この原因は訓

練データの対訳としての質にある。そこで、我々は高品

質な NHK ニュースの対訳を 100 万文対構築した。構

築方法は、NHK NEWS WEB の日本語ニュースを人

手で英語に翻訳する方法、機械翻訳で英語に翻訳して

から人手でポストエディットする方法、NHK ワールド

JAPAN の英語ニュースを機械翻訳で日本語に翻訳して

から人手でポストエディットする方法の併用である。

このほか、NHK ワールド JAPAN の英語ニュースの

機械翻訳による逆翻訳のデータや既存の対訳データなど

複数の種類のデータを訓練データとして用いる。NMT

の学習では英語ニュース文・人手翻訳文、日本語ニュー

ス文・人手翻訳文・機械翻訳文など、複数の特徴を持つ

各データに各特徴に対応するタグを付与して学習する。

翻訳時には目標出力の特徴を表すタグを特徴の数だけ付

与することで、出力の特徴を制御する [12]。

数字・日付表現

ニュースにおいて数字は重要であり、正確な翻訳が求

められる。しかし、例えば「1 億 6000 万」は” 160 

million” で数の単位が異なることから、単語列として

機械翻訳システムの研究開発4
翻訳すると不正確な翻訳になる場合がある。正確に翻訳

するために、大きな数字や小数点を含む数字は変数に置

換して翻訳し、日本語数字表現（例：1 億 6000 万）

はルールで認識して値（例：160000000）に変換し、

値からルールで英語表現（例：160 million）を生成し

て後処理で英文中の変数部分に挿入する。

また英語側の文脈によって数字を変更する必要があ

る場合がある。例えば，「112 秒台」が “below 113 

seconds” となる場合，数字を変更する必要がある。

このように英語側の文脈に応じて数字を変更できるよう

に、変数として演算操作毎に細分化したものを用いて

[13]、後処理で変数を数字に置換する際に演算を適用

する（図 2）。上記例の目的言語側で 1 を加算する演算

子として PLUSONE を設定する。学習時に、訓練デー

タの対訳文で同じ値同士を対応づけて変数に置換した後

に、日本語側より英語側の値が 1 大きい数字を対応づ

けてこれらのペアも変数に置換し、この時に目的言語側

の変数名に演算子を追加する。このデータで翻訳を学習

することによって、文脈に応じた演算子も同時に学習す

る。翻訳時は、NMT の出力に演算子付きの変数が含ま

れていた場合に、対応する値に演算を適用してから変数

部分に挿入する。

日本語ニュースでは風速はメートル／秒で表すが、英

語ニュースではキロメートル／時で表すという違いを反

映するため、風速は単位の変換を計算する。このほか、

定型的な表現で例えば「107 円 53 銭から 55 銭」は

英語では“107.53 to 107.55 yen”というように「55

銭」の部分は “0.55 yen” ではなく “107.55 yen”

に訳出しなければならないが、こういった表現に対して

適切に値を認識するルールを整備した。

前節で述べた日付表現の違いについては、前処理で日

本語ニュースの日付表現を曜日に変換、または月を挿入

する。ここで、「1 日」といった表現は日にちを表す場

合と期間を表す場合がある。期間を表す表現を前処理で

変換してしまうと意味が変わって正しく翻訳できない。

そこで、日本語側では表現が同じだが、英語側では意味

の違いに応じて表現が異なることを利用して、対訳デー

タを用いて日本語の日付表現の日付と期間を自動分類す

る。その結果から日本語表現の日付と期間の区別を学習

し、入力文の日付表現の日付と期間を識別する [14]。

これによって適切に前処理を実施できる。
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ユーザー辞書

新しい固有名詞や用語などの翻訳知識は学習してい

ないため機械翻訳で翻訳できない。そこで、ユーザー辞

書の機能を機械翻訳システムに追加した。辞書機能とし

て、相補関係にある 2 つの方法を組み合わせて利用す

る。1 つ目は変数に置き換えて翻訳した後に出力中の

変数部分を辞書の訳に置き換える方法 [15] である。こ

の方法は学習データに出現していない表現にも対応で

きる。2 つ目は入力に訳を挿入することで出力を制御

する方法 [16] である。訓練データの対訳文で辞書の対

訳表現が出現する場合に、辞書の訳を訓練データの入力

文に挿入して NMT を学習し、翻訳時に入力文に辞書に

登録されている表現が含まれていればその訳を入力文に

挿入して出力をガイドする。例えば、辞書に「富士山：

Mt. Fuiji」という項目が登録されていて、入力文が「富

士山に登る」の場合、入力文は「<t> 富士山 <d/>Mt. 

Fuji</t> に登る」のようになる。この方法は翻訳で語

彙の情報を活用できるという特徴があり、訓練データで

対訳の出現頻度が閾値以上の場合に利用する。それ以外

および辞書登録後にまだ上記の学習をしていない場合

は、１つ目の方法を利用する。

文脈の利用

日本語では、主語が自明な場合では主語を省略するこ

とが多い。日本語ニュースでも主語はしばしば省略され

る。一方で、英語ニュースでは主語を明記する。このた

め、翻訳時に主語の情報を文脈から取得する必要がある。

文脈を利用する手法としては、入力文の前文を入力文に

追加する 2-to-1 と呼ばれる手法 [17] があるが、長い

ニュース文の中から必要な情報を活用することは難し

い。また、必要な情報が前文より以前の文にある場合も

ある。そこで、ニュース記事の文を述語項構造解析して、

前文脈中で主語・主題を含む文のうち入力文に一番近い

文の主語・主題を文脈情報として入力文に追加する。こ

うして文脈から翻訳に必要な文脈情報を選択して文脈を

翻訳に利用する [18]。

また、前章で述べたように英語ニュースでは同じ表現

の繰り返しを避けることが望ましい。また目的言語側で

一貫性が必要な場合もある。このためには目的言語側の

文脈を考慮する必要がある。目的言語側の文脈を利用す

る NMT として、直前の目的言語文を入力文に追加して

利用する方法がある。既存手法では、学習時に追加する

目的言語文として訓練データの目的言語文が使われてい

る [19] が、翻訳時には直前の文の機械翻訳の出力を目

的言語文脈として利用する。学習時に用いる訓練データ

の目的言語文と翻訳時に用いる機械翻訳の出力文では、

訳質や translationese の有無といった違いがある。学

習時と翻訳時でのこれらの違いが、翻訳品質に悪影響を

及ぼす。そこで、学習時に訓練データの目的言語文と機

械翻訳の出力の両方を文脈として用い、最初は学習しや

すい訓練データの目的語文の割合を多くし、次第に機械

翻訳の出力の割合を多くする。これにより、学習時と翻

訳時の文脈の特徴の違いによる悪影響を低減する [20]。

日英ニュース記事の翻訳知識の活用

日々制作される日英のニュースに含まれる翻訳知識を

機械翻訳が自動で学習することが望ましい。しかし本節

で述べたように、これらのデータから抽出できる対訳文

対は、3 節で述べたような相違がある。そのため、こ

のようなデータで学習すると、訳抜けも学習してしま

う。そこで、訓練データ中の内容語で訳抜けしている部

分と訳が存在する部分を推定する。そして、これらの区

別を表すラベルを原言語文の各単語に付与することでこ

の区別を NMT で学習する。翻訳時は訳が存在すること

を表すラベルを入力文の各単語に付与することにより、

訓練データで訳が存在する部分から学習した知識を主に

使って出力を生成する。これにより、訳抜けを含む訓練

データで学習した場合に、翻訳時の訳抜けを低減させる

[21]。

制作支援

ニュースは内容が正確であることが重要である。その

ため、下訳に翻訳システムを使う場合に、翻訳が正しく

ない部分があれば修正が必要となる。翻訳誤りの中でも

訳抜け箇所は目立たず探しにくい。この検出のため、出

力文から強制的に入力文を生成する際の確率を利用して

訳抜け部分を推定する [22]。

本稿では、NHK での機械翻訳システムの利用、英語

ニュースの特徴、機械翻訳の研究開発を紹介した。これ

までの取り組みにより、英語ニュース制作において機械

翻訳システムが活用されるようになってきた。

現在の機械翻訳システムは入力文の翻訳を出力する。

おわりに5
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この翻訳機能についても新しい翻訳知識の自動獲得など

の課題がある。さらに、英語ニュースの特徴で述べたと

おり、英語ニュースは日本語ニュースの単なる翻訳では

ないため、日本語ニュースからの英語ニュースの生成は、

翻訳の範囲を超えた技術が必要となる。今後はこれらの

課題にも取り組んでいく。
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